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３ 生育状況 

・６月１日現在の生育は，草丈で平年比１２０％，前年比１０９％と 

長くなっている。 

・茎数は，平年比１２４％，前年比１０１％といずれも上回っている。 

・主幹葉数は５.７枚で平年差＋０.６枚前年差０.１枚となった。 

・生育は，平年に比べて４～５日ほど進んでいると思われる。 

 

表－２ 品種別生育状況(６月１日現在，県生育調査圃) 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の管理 

 

（１） 補植用残苗の処分 

・病害虫防除所の予察情報４号によると，残苗の放置率は低く，残苗での発生は未確認である。 

・葉いもちの発生時期や発生量は「並」と予想されている。 

・アメダスによる感染好適日の推定によると準感染好適日が出現しており，注意が必要である。 

・例年，補植用残苗が見受けられ，いもち病発生源となるので早急に処分する。 

  

（２） 初期害虫の発生と防除のポイント 

・イネドロオイムシの発生時期は並で，発生量は平年よりやや少ないと予想されている。 

・本田で発生が確認されても要防除水準を目安に薬剤の散布を判断する。（詳細は防除所等 HP） 

  


